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食と農と大地そして人間再生の物語

アンダンテ～稲の旋律～

5月27日（木）
大田区民ホール　アプリコ大ホール

上映時間（昼夜2回）　①14:30　②18:30
入場料：前売1,000円／当日1,300円／学
　　　生・シニア1,000円／子ども800円

お問い合せは下記へお願いします
主催：映画「アンダンテ～稲の旋律～」

大田区上映実行委員会
TEL 3781ｰ5966　FAX 3783ｰ1953
後援：大田区／大田区社会福祉協議会

　

５
月
１
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
大
田
病
院
に
新
設
さ

れ
た
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
。
こ
こ
で
は
い
っ
た
い
ど

ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
、
師
長
の
野
口
美
和
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　

脳
血
管
障
害
や
大
腿
骨
頚
部
骨

折
な
ど
に
よ
り
急
性
期
の
治
療
を

経
て
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
要
す
る
身
体
機
能
が
低
下
し
た

患
者
さ
ま
を
対
象
に
、
集
中
か
つ
効

果
的
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
医
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
言
語
療
法
士
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
薬
剤
師
、
栄
養

士
な
ど
が
共
同
で
患
者
さ
ま
に
応
じ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
機
能
回

復
、
家
庭
復
帰
、
職
場
復
帰
を
目
的

に
し
た
病
棟
で
す
。

　

従
来
の
訓
練
室
で
の
機
能
訓
練
の

み
で
は
な
く
、
退
院
後
の
自
宅
で
の

よ
り
質
の
高
い
生
活
の
構
築
の
た
め

に
、
病
室
や
病
棟
で
の
活
動
性
の
向

上
を
め
ざ
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
棟
の
対

象
と
な
る
患
者
さ
ま

⑴　

脳
血
管
疾
患
・
脊
髄
損
傷
等
の

発
症
２
ヶ
月
以
内
の
患
者
さ
ま

⑵　

大
腿
骨
頸
部
・
下
肢
・
骨
盤
等

骨
折
の
発
症
後
２
ヶ
月
以
内
の
患

者
さ
ま

⑶　

外
科
手
術
・
肺
炎
等
の
治
療
時

の
安
静
に
よ
り
生
じ
た
廃
用
症
候

群
の
患
者
さ
ま
で
、
手
術
後
ま
た

は
発
症
後
２
ヶ
月
以
内
の
患
者
さ

ま
⑷　

大
腿
骨
・
骨
盤
・
脊
椎
等
の
神

経
、
筋
靭
帯
損
傷
後
60
日
以
内
の

患
者
さ
ま

　

こ
れ
ら
に
あ
て
は
ま
る
患
者
さ
ま

で
、
リ
ハ
ビ
リ
効
果
が
期
待
で
き
る

患
者
さ
ま
・
原
則
と
し
て
在
宅
復
帰

を
め
ざ
す
患
者
さ
ま
・
生
命
の
危
機

を
脱
し
全
身
状
態
が
安
定
し
て
い
る

患
者
さ
ま
を
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
の
対
象
と
し
て
入
院

の
受
け
入
れ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
つ
い
て

い
な
い
方
、
食
事
摂
取
が
で
き
ず
、

高
カ
ロ
リ
ー
の
輸
液
を
点
滴
か
ら
さ

れ
て
い
る
方
、
気
管
切
開
を
さ
れ
て

い
る
患
者
さ
ま
等
は
対
象
か
ら
外
れ

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
入
院
が
で

き
る
日
数
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

入
院
ま
で
の
流
れ
は

①　

診
療
情
報
提
供
書
（
所
定
用
紙

あ
り
）、
入
院
中
の
リ
ハ
ビ
リ
の

状
況
、
日
常
の
生
活
動
作
が
ど
の

く
ら
い
自
立
さ
れ
て
い
る
の
か
、

血
液
デ
ー
タ
の
書
類
を
も
と
に
入

院
審
査
会
議
を
行
う
。

②　

ご
家
族
さ
ま
へ
担
当
の
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
か
ら
電
話

連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
入
院
と

な
り
ま
す
。
必
要
な
時
は
、
患
者

さ
ま
の
入
院
さ
れ
て
い
る
病
院
へ

足
を
運
ぶ
予
定
で
い
ま
す
。

　

入
院
後
、
患
者
さ
ま
の
状
態
に
よ

り
ま
す
が
、
介
護
保
険
の
申
請
を
行

い
な
が
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
リ

ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
で
実
際
に
在
宅
へ
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
退
院
後
安
全
に

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
家
屋
の
状
態
を
確
認
し
ま
す
。
そ

の
際
は
お
車
代
が
患
者
さ
ま
負
担
と

な
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
棟
を　

　

立
ち
上
げ
る
理
由

　

近
隣
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
は
非
常
に
少
な
い
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

大
田
区
で
は
２
ヶ
所
目
で
、
対

象
と
な
る
患
者
さ
ま
は
神
奈
川
、
山

梨
な
ど
遠
方
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
は
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
に
東
京
労
災
病
院
、
東
邦
大

学
、
昭
和
大
学
、
荏
原
病
院
な
ど
か

ら
期
待
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
地
域
の
急
性
期
病
院
（
大

病
院
）
と
在
宅
と
を
結
ぶ
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
標
に
し

て
、
法
人
内
の
外
来
・
在
宅
医
療
を

こ
れ
ま
で
の
法
人
内
の
連
携
の
医
療

か
ら
法
人
外
か
ら
の
紹
介
も
受
け
広

げ
ま
す
。

　

大
田
病
院
の
掲
げ
る
理
念
「
だ
れ

で
も
安
心
し
て
か
か
れ
る
病
院
」「
心

の
通
い
あ
う
あ
た
た
か
い
病
院
」「
地

域
の
人
び
と
と
共
に
歩
む
病
院
」
の

も
と
差
額
室
料
を
と
ら
な
い
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
」
参
加
に
あ
た
っ
て

三
ツ
木
診
療
所　

東　
　

充　

洋　

　

こ
の
度
、
５
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
行
わ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散

条
約
）
再
検
討
会
議
に
城
南
３
法
人

の
代
表
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
を
含
め
大
田
区
か
ら

６
人
の
代
表
団
、
東
京
全
体
で
は
約

２
５
０
人
、
全
国
で
１
０
０
０
人
以

上
が
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
は
１
９
７

０
年
に
発
効
し
た
国
際
条
約
で
、
核

保
有
国
（
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・

フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
・
中
国
な
ど
）

に
対
し
て
核
軍
縮
・
廃
絶
の
交
渉
義

務
を
負
わ
せ
、
そ
の
他
の
国
に
は

核
兵
器
の
不
保
持
を
約
束
さ
せ
る

も
の
で
、
現
在
の
条
約
締
約
国
は

１
８
９
ヶ
国
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
５
年
に
一
度
、
世
界
各
国
の

代
表
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部

に
集
ま
り
、
今
後
の
方
向
性
や
核
廃

絶
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
話
し
合
う

場
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
す
。

　

前
回
の
開
催
か
ら
５
年
目
の
今

年
、
５
月
３
日
か
ら
28
日
ま
で
の
約

１
ヶ
月
に
わ
た
る
期
間
中
で
私
た
ち

大
田
代
表
団
は
、
５
月
１
日
に
日
本

を
出
発
し
６
日
に
帰
国
す
る
予
定
で

す
。

　

今
回
、
大
田
代
表
団
を
含
め
日
本

か
ら
１
０
０
０
人
以

上
の
代
表
が
、
こ
の

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

が
開
か
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
く

理
由
は
大
き
く
３
つ
あ
り
ま
す
。
１

つ
は
署
名
の
提
出
で
す
。
世
界
中
か

ら
集
ま
っ
た
核
兵
器
廃
絶
を
要
求
す

る
署
名
を
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
再
検
討
会
議
に

共
同
提
出
す
る
こ
と
。
次
に
、
５
月

２
日
を
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
た

め
の
国
際
行
動
デ
ー
」と
し
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
市
街
地
で
大
行
進
を
行

う
こ
と
。
そ
し
て
、
最
後
は
「
国

際
平
和
会
議
」
の
開
催
で
す
。
こ
れ

は
、
世
界
中
の
平
和
団
体
の
代
表
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
集
ま
り
、
核
兵
器

の
な
い
社
会
の
実
現
・
平
和
な
世
界

を
築
く
た
め
の
国
際
会
議
で
す
。

　

日
程
で
は
現
地
滞
在
４
日
を
予
定

し
て
お
り
、
国
際
会
議
へ
の
参
加
、

現
地
で
の
署
名
行
動
、
ま
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
行
進
や
さ
ま
ざ
ま
な
分
科

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
各
国
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
や
平
和
団
体
と
の
交
流
会
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
よ
り
多
く
の
人
と
出
会
い
、
話
を

す
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人

の
意
見
を
聞
き
平
和
に
対
す
る
思
い

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
昨
年
の
原
水
禁
大
会

で
長
崎
に
行
き
、
改
め
て
核
兵
器
の

恐
ろ
し
さ
、
ま
た
平
和
の
大
切
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
城
南
３
法
人
の
代

表
と
し
て
こ
れ
ま
で
平
和
学
習
を
踏

ま
え
、
ま
た
街
頭
で
の
署
名
活
動
に

よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
、
皆
さ
ん
の
平

和
へ
の
思
い
を
届
け
る
た
め
に
行
動

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
と
は

大
田
病
院
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
師
長　

野　

口　

美　

和

地域の見守り隊　配食サービス「けやき」

配達ボランティア募集
　大森西地域の組合員さんを中心にして、
こらぼ大森を拠点に活動しています。直接
お弁当を届ける配達ボランティアは一人暮
らしのお年寄りの「安否確認」の役割もあ
り、たいへん喜ばれています。私たちと一
緒に配食サービスの活動をやりませんか？

活動日　毎週月曜日（休日も活動はありま
すが、都合の悪い時はお休みでき
ます）

時　間　午前11時くらいから１時間程度
（ボランティアの食事の時間も入
れて）

その他　一人当たり３件程度です。配達範
囲は大森西・東・北の各地域。配
達終了後はその日のメニューをみ
んなで楽しく食べます。

連絡先　城南保健生協本部（担当：野口）
電　話　03－3762－0266

助け合いまちづくり委員会
から学習会のご案内です！

一緒に学びませんか？
『介護の現場から～
　　　　介護と医療の狭間～』
　ヘルパーステーションすずらん

小林豊子さん

『認知症とともに暮らして
　　　　いくということ…』
グループホーム虹の家しおかぜ所長

橋本雪子さん

日　時　6月5日（土）14:00～

場　所　大田区消費者生活センター
2階講座室

参加費　200円（資料代）

お申込・お問い合わせは
3762－0266　

城南保健生協　梶原まで

前売券は生協本部
にあります。


